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1． はじめに 

近年，新型コロナウイルス感染症(COVID-19)が

流行している．多数の人が接触操作を行う ATM[1]

やエレベータなどでの接触感染対策として非接触操

作が求められている．本研究では，エレベータの非

接触タッチパネル操作における状態遷移モデルにつ

いて検討する． 
2． 接触タッチパネルの状態の分析 

接触タッチパネルでのボタン操作の状態遷移図を図

１に示す．開始状態から終了状態に移るまで，「未選

択」「決定」「確定」の 3 つの状態から成り立つと考える． 

開始状態から終了状態に移行するまで，指がボタン

に触れる遷移アクションによって「未選択」から「決定」に

移行し、指がボタンから離れる遷移アクションによって

「決定」から「確定」に移行する．実行完了の遷移アクシ

ョンによって「確定」から「未選択」に移行する． 

しかし，非接触操作のタッチパネルについては考慮さ

れていない．そのため，非接触操作のための状態遷移

モデルを検討する必要がある． 

3． 非接触タッチパネルの状態の分析 

非接触タッチパネルでの操作を可能にするため，表

示パネル上に仮想パネルと認知パネルを図 2 のように

設ける．認知パネル上でポインターの上下左右の移動

操作を行い，仮想パネル上でポインターの前後の押し

込み操作を行う． 

非接触タッチパネルのボタン操作の状態遷移図を図

3 に示す．非接触タッチパネルでは接触タッチパネルの

3 状態に加え，新たに「選択」「接近」の 2 状態が必要で

あると考える． 

非接触タッチパネルでは，「未選択」から「決定」に移

行するまで，以下の手順が必要であると考える．認知パ

ネル上でボタン上に指を重ねる遷移アクションにより，

「未選択」から「選択」に移行する．認知パネル上にある

指を仮想パネルに近づける遷移アクションにより「選択」

から「接近」に移行し，仮想パネルに指が触れる遷移ア

クションにより「決定」に移行する． 

よって，非接触タッチパネルのボタン操作には「未選

択」「選択」「接近」「決定」「確定」の 5 状態が必要である

と提案する． 

 

4． 今後の展望 

本研究ではエレベータのパネルの非接触操作にお

ける状態遷移モデルを提案したが，ボタンの5状態はエ

レベータのパネルに限定することなく，様々な非接触操

作に対応することが可能であると考える．今後は，状態

遷移モデルを使用したタッチフィードバックをデザインし，

ユーザビリティ評価実験を行う予定である．  
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図 1．接触タッチパネルのボタン操作の状態遷移図 

 

図 2．仮想パネルと認知パネルの設置図 

 

図 3．非接触タッチパネルのボタン操作の状態遷移図 

情報・システムソサイエティ特別企画　ジュニア＆学生ポスターセッション予稿集

Copyright © 2021 IEICE2021/3/9 〜 10　オンライン開催
-172-

ISS-SP-036


